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厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業） 

分担研究報告書（令和 5年度） 

 

「職域での歯科口腔保健を推進するための調査研究」 

歯科口腔保健指導に利用可能な媒体の作成に関する研究 

 

分担研究者     品田 佳世子 東京医科歯科大学大学院 口腔疾患予防学分野  

  大山 篤 東京医科歯科大学非常勤講師 

                   (株)神戸製鋼所東京本社健康管理センター   

 

 

研究要旨 

 本研究では 2022年 3～5月に日本産業衛生学会 産業看護部会の会員に実施した「事

業所での歯科口腔保健事例集作成のための調査」の結果を踏まえ、産業医および産業保

健看護職等が口腔保健指導の際に使用できる、効果的な媒体を提供するために作成した。   

媒体は、項目別にパワーポイントにて作成した。産業関連職種が、新人研修や生活習

慣病予防の講話に口腔保健に関する内容を入れる等の目的に応じて、それぞれの素材か

らファイルをピックアップしたり、組み合わせたりして、講話の素材として、提供でき

るようにした。 

また、公益財団法人産業衛生学会の産業歯科保健部会と連携し、将来的には産業衛生

学会や歯科保健部会のホームページに公開し、産業関連職種等が保健指導や健康教育に

利用しやすいように検討している。 

 

 

A．研究目的 

 2022年3～5月に日本産業衛生学会 産

業保健看護部会の会員に実施した「事業

所での歯科口腔保健事例集作成のための

調査」では、職域における歯科保健活動を

行う上で欲しいと考えている情報につい

て、さまざまな意見が挙げられていた。 

産業領域の保健指導は専門職である保

健師等が行うことが多い。歯科・口腔保健

指導に関しては、口腔関連情報の入手先

や情報のエビデンス・信頼性等に関して

わからない場合が多いとの意見がある。

口腔保健に関する講和の際に有用で信頼

できる情報をリンク等で得ることも可能

であるが、情報量が多すぎて、そこからの

取捨選択や著作権の関連で引用すること

が難しい場合もある。そこで、本研究では、

職域における歯科・口腔保健指導に利用

できるコンテンツをいくつかのテーマに

分けてパワーポイントで作成した。作成

した媒体は、産業医、産業保健看護職、健

康保険組合の担当者に意見を聞き追加、

削除、修正を行った。また、一部は健康保

険組合の情報提供に掲載し、従業員から
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の評価も比較的に良いもの採用した 1,2）。 

 口腔保健指導の媒体として、要望が多

かった、「基礎編：①解剖・機能、②歯・

口腔の付着物（歯垢、歯石等）、③疫学・

調査データ」、「う蝕（むし歯）とその予

防（フッ化物の応用を含む）」、「歯周病と

その予防」の媒体を作成した。 

 

 

B．研究方法 

１）媒体作成方法 

「基礎編：①解剖・機能、②歯・口腔の付

着物（歯垢、歯石等）、③疫学・調査デー

タ」、「う蝕（むし歯）とその予防（フッ化

物の応用を含む）」、「歯周病とその予防」

については、口腔保健や予防歯科関連の

教科書 3）、歯科に関する情報関連リンク 4

－8）を参照し、改変した図表や、新たなに

作成した図表も追加した。 

 媒体の内容について示す。基礎‐1は解

剖・機能に関するものとして、口腔の器官

名と歯の名前、歯の構造、唾液腺、唾液の

成分と作用に関する素材を入れた。口腔

器官や歯の構造、唾液腺などは図を作成

し、各名称を矢印で示し、簡単な説明を記

載した。これらは、う蝕（むし歯）や歯周

病の講話と組み合わせる目的で作成した。

基礎－2 は歯・口腔の付着物で特に歯垢

（プラーク）については、その形成や構成

に加え病原性および歯磨きの際にみがき

残しの多い場所も入れた。歯石は歯周病

の原因となり、審美的面で気にする者が

多い外来性色素沈着物に関しても説明を

加えた。基礎－3：疫学・調査データは内

容が多かったため、4つに分けて作成した。

基礎－3－1は厚生労働省のホームページ

（Hp）の国民生活基礎調査から性別にみ

た通院者率において歯の病気（う蝕や歯

周病を含める）が男女とも上位 5 位以内

に入っていることを表している。また、厚

生労働省Hpの最新、令和 4（2022）年の

歯科疾患実態調査の概要から、年齢階級

別の歯の状況として、う蝕（むし歯）有病

状況や現在歯数、20本以上歯を有する者

の割合について記載した。基礎－3－2は、

3－1で参照した厚生労働省 Hp令和 4年

の歯科疾患実態調査から、年齢階級別の 

歯肉の状況、歯周病有病状況に加えフッ

化物の応用状況を示した。基礎－3－3は、

同上の歯科疾患実態調査から、歯磨き状

況やデンタルフロス・歯間ブラシ等使用

状況および口腔の愁訴（気になること）、 

歯科検診状況について示した。また、厚生

労働省 生活習慣病予防のための健康情

報サイト e-ヘルスネットから抜歯の主

原因（全体）と抜歯の主原因別にみた抜歯

数、厚生労働省 Hp の令和元年国民健康

栄養調査から食事中の様子（年齢階級別 

噛めるか飲み込み状況等）について示し

た。基礎－3－4 は、厚生労働省の Hp の

健康日本２１（第三次）の歯・口腔の健康

の目標である①歯周病を有する者の減少、

②よく噛んで食べることができる者の増

加、③歯科検診の受診者の増加について

示した。   

 「う蝕（むし歯）とその予防（フッ化物

の応用を含む）」の内容は、う蝕（むし歯）

の原因と発生について、う蝕予防につい

て、う蝕予防に効果的なフッ化物の応用

について、特に一般的に使用されている

フッ化物配合歯磨剤（フッ素入りはみが

きこ）の効果的な使用方法について示し
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た。 

「歯周病とその予防」の内容は、歯周病の

原因と発生、その予防について、全身疾

患・生活習慣病と歯周病との関連、医科歯

科連携（医療費との関連含む）を示した。 

 

２）媒体の評価 

 今回作成した口腔保健指導用媒体は、

以前に、某事業所で 2 年間に渡って口腔

保健情報提供 1，2）の経験として、健康保

険組合の定期的情報提供として、全組合

員に企業内ネットにて情報提供を行った

が、その際に共同で内容を検討し、以降も

口腔保健に関する情報提供や媒体に関し

て意見を得ている産業医、産業保健看護

職、衛生管理者、健康保険組合担当者およ

び情報提供された従業員等から評価を受

け、作成された媒体をブラッシュアップ

した。追加媒体、専門的すぎる媒体などの

意見を収集し、利用しやすく有用なもの

に修正した。 

 

 

C．研究結果 

 本研究で作成中の媒体を資料として示

す。媒体、専門的すぎる媒体などの意見を

産業関連職者から収集し、利用しやすく

有用なものに修正した。なお、内容や公表

方法、については公益財団法人産業衛生

学会の産業歯科保健部会と連携し、将来

的には産業衛生学会や歯科保健部会のホ

ームページに公開し、産業関連職種等が

保健指導や健康教育に利用しやすいよう

に検討している。 

 

 

D．考察 

 本研究は、口腔保健指導の媒体として

利用できる内容として、「基礎編：①解剖・

機能、②歯・口腔の付着物（歯垢、歯石等）、

③疫学・調査データ」、「う蝕（むし歯）と

その予防（フッ化物の応用を含む）」、「歯

周病とその予防」についての媒体の作成

を行った。これらの媒体について、さらに

産業衛生の関連職種の評価を受けブラッ

シュアップされることにより、職域にお

ける歯科保健活動を円滑に行うために役

立つと考えられる。 

 今後、検討しなければならない課題と

しては、追加項目、図表の改変や新たな図

表作成を依頼する必要があるが、公益財

団法人産業衛生学会の産業歯科保健部会

と連携して行っていく。また、その公開方

法、産業関連職の利用などについて検討

している。 

 

 

Ｅ．結論 

本研究は口腔保健指導に利用できる媒

体として「基礎編：①解剖・機能、②歯・

口腔の付着物（歯垢、歯石等）、③疫学・

調査データ」、「う蝕（むし歯）とその予防

（フッ化物の応用を含む）」、「歯周病とそ

の予防」について作成した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 

   

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

 特になし 
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 2.  学会発表 

 特になし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 

 1. 特許取得 

 特になし 

 2. 実用新案登録 

 特になし 

 3.その他 

 特になし 
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